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①昭和30年代　②平成22年度 根拠法令

区単独（委託）

２１年度成果指標

地域住民

あり裁量区分

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

事務事業意図
自治町会長または区民が地域等の意見・要望等を述べ、それに対する説明を区長から直接受
けることで、区民の区政参加を促し区政への関心を高めるとともに、区政運営の参考とす
る。

２２年度 ２３年度指標の根拠 単位 区分

担当部広聴会（自治町会長連絡会・区民と区
長との意見交換会実施事務）

①自治町会長連絡会･･･自治町会長を招き、区政に関する意見・要望等を聴いて、区政運営の参考と
する。また、区長をはじめ区の幹部職員との意見交換により、区政の円滑な推進を図る。
【実施方法】　区内を３地域に分け、３日間開催する。
【出席者】　　自治町会長、区長、副区長、教育長、部長級職員
【運営方法】　事前通告された質問事項に関する質疑ののち、自由な意見交換を行う。
【報告書作成】会議の記録をまとめ、各自治町会へ配付

②区民と区長との意見交換会･･･区が直面する課題について、あらかじめテーマを定め、区長が直接
区民の意見・要望を聴いて、区政運営の参考とする。
【実施方法】　区内を３地域に分け、３日間開催する。
【出席者】　　区民、区長、副区長、教育長、関係部課長
【運営方法】　テーマを踏まえた事業説明（広報課長）ののち、自由な意見交換を行う。
【報告書作成】会議の記録（要点筆記）をまとめ、各図書館・区民事務所等へ配付
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項目 単位 ２１年度 ２２年度 ２３年度

9,992 27,306

単位の定義 問合せ件数（出席者数）
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単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 24,048 9,101 24,735
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資料２

過年度の実績状況の評価と今後の方向性

指標の根拠・計算式など

活動目標 視点 活動指標 単位 区分

「今後の方向性」に基づく取組内容

１　今後の成果指標の目標値

目標

平成24年度事務事業評価表（重点評価）

事務事業名
担当部 政策経営部

担当課 広報課

広聴会

（自治町会長連絡会・区民と区長との意見交換会実施事務）

目標

目標

２４年度

目標

目標

２５年度 ２６年度

目標

２５年度

実績状況の評価

今後の方向性

改善

継続

　自治町会長連絡会では、他自治町会の取り組みなどの有益な情報を得られる機
会とすることで、出席率向上を目指す。その他に、アンケートを実施し、改善に
役立てる。
　区民と区長との意見交換会では、広報紙・ホームページによる周知に見やすさ
等の工夫を加えるほか、ＩＴの使用頻度が高いと予想される若年層から中年層の
出席者数の底上げを図るため、ツイッター・フェイスブックを活用して幅広く周
知する。また、開催日時などの工夫により、出席者数の増加に繋げる。

　広聴会（自治町会長連絡会・区民と区長との意見交換会）において、出席者数が減少傾向
にある。
　自治町会長連絡会では、ここ10年の出席率が平成16、17年度を除き、50％以下である。
　また、区民と区長との意見交換会では、23年度の区民の総出席者数は、開催初年の22年度
に比べ大幅に（59人）減少した。因みに、22年度の区民の出席者層は、60・70代が全体の６
割、30・40・50代が４割弱、20代が0.1割（１人）となっている。

成果指標 単位 区分 ２６年度２４年度

２　今後の活動目標及び活動指標の目標値
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１ 平成23年度自治町会長連絡会の概要 

（１）開催日時・会場 

月 日 時 間 会  場 
7月 4日（月） 

午前 10時～正午 
区役所７０１・７０２会議室 

7月 5日（火） 
7月 6日（水） 金町地区センター 

 
 

（２）出席者 

①出席自治町会長 

23年度 22年度 23年度 22年度 23年度 22年度
お 花 茶 屋 20 22 11 9 55.00% 40.91%
堀 切 8 8 6 7 75.00% 87.50%
南 綾 瀬 20 21 10 15 50.00% 71.43%
亀 有 34 34 11 11 32.35% 32.35%

82 85 38 42 46.34% 49.41%
青 戸 19 19 8 12 42.11% 63.16%
立 石 11 11 5 3 45.45% 27.27%
東 立 石 8 8 6 7 75.00% 87.50%
四 つ 木 7 7 4 3 57.14% 42.86%
奥 戸 6 6 2 3 33.33% 50.00%
東 四 つ 木 4 4 4 2 100.00% 50.00%
高 砂 10 10 4 4 40.00% 40.00%
新 小 岩 北 9 9 3 3 33.33% 33.33%
新 小 岩 12 12 7 3 58.33% 25.00%

86 86 43 40 50.00% 46.51%
西 水 元 15 15 8 7 53.33% 46.67%
新 宿 7 7 4 3 57.14% 42.86%
柴 又 6 6 4 4 66.67% 66.67%
金 町 25 24 12 14 48.00% 58.33%
東 金 町 6 6 3 3 50.00% 50.00%
水 元 12 12 6 4 50.00% 33.33%

71 70 37 35 52.11% 50.00%
239 241 118 117 49.37% 48.55%

日付 地区
対象自治町会数 出席自治町会数 出席率

４日
（月）

小 計

５日
（火）

小 計

６日
（水）

小 計
計  

② 飾区出席者 
 区長、副区長、教育長 
政策経営部長、特命担当部長、大学誘致推進担当部長（特命担当部長兼務）、総務部長、 
地域振興部長、産業経済担当部長、環境部長、福祉部長、保健所長、子育て支援部長、 
都市整備部長、都市施設担当部長、会計管理者、教育次長、教育振興担当部長、 
広報課長、地域振興課長、防災課長、危機管理担当課長、地域振興部副参事、 
清掃事務所長、東生活課長、道路管理課長、道路補修課長、公園課長 

別紙１ 
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（３）会議次第 

①区長挨拶（要旨のみ掲載） 
②平成 23年度当初予算と主要事業（内容は省略） 
③節電対策について（内容は省略） 
④原発事故に伴う放射線への対応について（内容は省略） 
⑤放射線による健康への影響と熱中症対策について（内容は省略） 
⑥区政についての意見交換 
⑦自由討議 

 
 

（４）区長挨拶（要旨） 

皆さんおはようございます。早朝より、大変暑い中、おいでいただきまして、ありがとうございます。 
また、日ごろから地域の活性化のために、また地域の住み良いまちづくりのためにご尽力をいただい

ておりまして、本当にありがとうございます。 
３月１１日の東日本大震災の日は、議会の委員会をやっておりまして、区役所の議会棟の２階におり

ました。東京では震度５程度、また 飾は震度５弱という数字が出たわけですけれども、いろいろなこと

が考えられるということで、すぐさま災害対策本部を立ち上げまして、情報収集をさせていただきました。 
その後、電車がとまっていることがわかりましたので、夕方には京成とも状況の確認をした上で、帰宅

難民の方々のために区内の小中学校、全７３校と２つの施設を開放いたしました。そして、１，０００人を

超える方にその日はとまっていただき、寒かったものですから、毛布を出したり、お水を配布したり、その

ほかにもいろいろな対策をとらせていただいたところでございます。多くの方には大変感謝をいただきま

したし、喜んでいただいたところです。 
ただ、後になってみますと、まだまだ案内が不十分だったという点もございました。当日、テレビ等に

連絡をしたこともありまして、テレビのテロップ等を見て、気づいた方はいますけれども、避難途中の方が

それを知るということはなかなか難しい状況もありました。反省点はございますけれども、開放したというこ

とについては、これまで準備をしてきた成果ではなかったのかと思っているところでございます。 
その後、東北地方３県を中心に大きな被害だということがわかってまいりましたので、防災協定を結ん

でいる塙町や二本松、それから土浦へ要請に基づいて物資を届けさせていただきました。現在もいろい

ろな課題がある中で、区の職員を現地に順次派遣しております。 
最初は保健師を派遣しましたが、その後、清掃職員と清掃車、そして建築担当の職員、それからり災

証明を発行するための職員、そのほか今は長期にという話も来ておりますので、対応をさせていただい

ているところでございます。 
５月１日、２日には私も二本松や仙台、そして一番被害の大きかった石巻に行ってまいりました。大変

な被害でございました。 
私たちもできる限りのことをしたいということで、市長さんや担当の方にもお話をさせていただき、石巻

につきましては、現地で必要としている冷蔵庫を届けさせていただきました。 
そのほか、皆様方からは多くの義援金を寄せていただきました。現在、合計いたしますと、１億４，０００

万円を超えるところまで来ておりますけれども、なかなか現地に届かないというような話も聞いておりまし

たので、４月２５日の時点で、宮城、福島、岩手の３県に２，５００万円ずつ、そして茨城に３５０万円、栃
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木、千葉に２５０万円、県の事務所に届けさせていただきました。 
その後も、１カ月単位で、まとまったものについては直接、県に届けさせていただいております。 
その他にもいろいろな課題が出てきております。節電については、この建物について、２５％を目指し

てエレベーターをとめるなど、取り組ませていただいているところです。 
しかし、この数％を落とすということが、現実にやってみますと大変なことでございまして、特に保育園

とか、落とすことが困難な施設もございます。そうした施設は余り無理をせず、できるところは大きく取り

組むことで、全体として１５％を超える節電をしていこうと、取り組ませていただいております。ぜひ皆様

にもお力添えをよろしくお願いをしたいと思います。 
ただし、新聞、テレビ等でも出ているように、もう既に多くの方が熱中症になっているというようなことも

ありますので、是非ご注意をいただきたいと思っているところでございます。 

また、このところ放射線の問題が大変取り上げられておりまして、この 飾区も東京の中では比較的

東北に近いということなのか、それとも風の流れがちょうど来たというような話もありますけれども、比較的

高い数値が出ているという話もございます。そこで、 飾区では５月の終わりから準備を初め、６月の初

めからは測った数値を区民の方に発表させていただいております。現在は区立小中学校、それから公

私立含めた保育園、幼稚園の全部で１８５施設ほど、順次測っておりまして、これも公表させていただき

ます。あわせて、学校のプールについてご心配をいただく方が大変多いということもございまして、これ

についても測った上で公表させていただくことにしました。 

放射線については、テレビを見ていても皆さんご存じのとおり、大変楽観的に見る方から、非常に厳

しく見る方までいらっしゃいまして、学者さんの中でもいろいろな意見がございます。我々としてはできる

限りきちんとした基準で、専門的な意見を聞いて測った数字をきちんと出すことで、区民の皆さんにでき

る限りご安心をいただくように対応していきたいと思っております。たまたま 飾区には、立石に放射線

技師を養成する学校がございまして、そこの機械をお借りして、これまで測ってきました。また今回、東

京都からも、機械を借りることができましたので、それも含めて、測っておりますので、ご心配な方にはそ

れを見ていただくようお願いをしたいと思っております。 

昨年以降取り組んでいることについて、一、二、お話をさせていただきます。一つは、すぐやる担当課

でございます。１年前の４月からスタートをいたしまして、多くの方に喜んでいただいております。２２年度

１年間で２，７０８件ご連絡等がありました。先進でございました松戸でも約２，３００件でございますので、

ほぼそのぐらいの数が実施をされたというようなことになっていると思います。今後もＰＲに努めながら、

多くの方にご利用いただけるようにしていきたいと思います。 
また、この１月からはなしょうぶコールをスタートいたしました。３月からは夜の８時までで、現在はお正

月も含めて年中無休で、朝８時から夜８時まで、電話でいろいろなことが聞けるというシステムでございま

す。 
１月、２月は５００件程度でしたが、３月は４，３００件くらいお問い合わせがありました。もちろんこれは

震災があったりして、それに対するお問い合わせが多かったのですが、それによって大分知っていただ

いたのではないかと感じております。 
その後も、毎月１，６００件程度のお問い合わせをしていただいておりますけれども、更に使っていた

だけるように、これからもＰＲをさせていただこうと思っています。 
あわせてそのときに実施をいたしました福祉の総合窓口ですが、これは思いのほか喜んでいただい

ております。高齢者の事業、介護保険の事業、障害者の事業、これは輻輳している部分もございますの

で、１カ所で相談や受け付けができるようにさせていただいております。 
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今、毎日大体２５０件ぐらいの方がお見えになっておりまして、年間で５万件を超えるのではないかと

思っております。アンケート調査を実施させていただきましたけれども、満足しているとお答えをいただ

いた方が９割を超える状況です。本当によかったと思っております。 
仕組みが違うものを一緒にして同じ場所で受け付けるわけでございますので、実際にはなかなか厳し

いところもあるのですが、見直すところは見直して、より区民の方に使いやすい仕組みにしていきたいと

思っております。 
あわせて、今年はこれまでもお客さんが混んで、なかなか手続き等で大変だという声が多かった子育

て関係、それから税金、ここも一本化をする取り組みを着々と進めておりますので、ご期待いただきたい

と思っております。 
また、できる限りということで、今、学校等でもあいさつ運動をやっているのですが、我々もできる限り

あいさつ等、区民の方とより身近になる取り組みを始めさせていただいております。是非、皆さんにもご

理解をいただきたいと思います。 
今日もこうした場でいろいろなご意見をお聞きしながら、そのご意見を踏まえて、できることを一つ一

つ着実に事業として実施してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
 
  
 

２ 自治町会長の発言事項一覧 
（１）平成 23年 7月 4日（月） 

事前受付分 

地区 自治町会名 発　言　事　項 掲載頁

亀　有 亀有地区町会自治町会連合会
亀有駅前リリオパーク内舞台及び前面にテント設備、また、電源の改
修に対する要望

7

堀切菖蒲園駅前高架下の空き地について 7

堀切菖蒲園駅　駅前通りの歩道の拡幅について 8

西小菅小学校の存続について 9

東京拘置所返還用地に係る利活用について 11

小菅一丁目所在の東京都下水汚泥処理場並びに路上生活者自立
支援センター「 飾寮」について

12

資源ごみの持ち去りについて 13

助成金のお願いについて 14

憩いの場設置のお願いについて 15

西亀有ひかり自治会 放置自転車について 16

お花茶屋 わかば自治会 歩道の補修について 17

堀　切

南綾瀬

堀切南町会

小菅西自治会

堀切七丁目町会

 
自由意見分 

地区 自治町会名 発　言　事　項 掲載頁

お花茶屋 一舟町会 お花茶屋地下自転車駐車場の利用促進について 18

堀切 堀切西町会 町会組織率低迷への支援について 19  
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（２）平成 23年 7月 5日（火） 

事前受付分 
地区 自治町会名 発　言　事　項 掲載頁

高　砂 高砂一丁目町会 学力、体力の低下について 20

歩行者用観光案内標識(地図)の設置について 22

四つ木保育園建築工事に伴う仮園舎跡地について 22

防災対策について 22

街づくりの進捗状況について 23

青　戸 西青戸町会 中川土手の遊歩道の整備について 24

四つ木 四つ木一丁目西町会

 
自由意見分 
地区 自治町会名 発　言　事　項 掲載頁

青　戸 中青戸町会 中青戸小学校の改築について 25

高　砂 高砂一丁目団地自治会 国民年金と生活保護費について 26

四つ木 四つ木三丁目若宮町会 看板設置の際に配慮 27

高　砂 高砂団地自治会 団地建替え3期工事について 28

新小岩 新小岩第一自治会 万引きに対する対応 28  
 

 

（３）平成 23年 7月 6日（水） 

事前受付分 
地区 自治町会名 発　言　事　項 掲載頁

水　元 水元中之橋町会 住宅、マンション等の増加に伴う学校対策について 30

新宿図書センターステージの復活について 30

バス路線の運行について 31

放射線量の測定について 32

一時集合場所の変更について 33

南北道路への防犯カメラの設置について 33
金町南自治会金　町

新　宿 新宿5丁目自治会

自由意見分 
地区 自治町会名 発　言　事　項 掲載頁

庁舎節電の発表数値について 33

放射線について 34

ＨＰについて 34

ＬＥＤ補助について 35

柴又 ガーデンプラザ柴又自治会 一時集合場所の設置ルールについて 35

金町南自治会 ＬＥＤ補助について 36

東金町正栄町会 商店街の防犯カメラについて 36

柴又 北野町会 防災の窓口について 37

公団金町駅前団地自治会 一時集合場所の看板について 38

東金町二丁目第一自治会 行政評価委員について 39

東金町二丁目第一自治会金町

金町

金町
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平成 23年度区民と区長との意見交換会の概要 

 

（１）テーマ 
区民と共に創るまち 
 

（２）開催日時・会場 

月  日 時  間 会  場 出席者数 
9月  4日（日） 

午前 10時～正午 
堀切地区センター 56名 

9月 11日（日） 亀有地区センター 33名 
10月  2日（日） 高砂地区センター 38名 

 

（３） 飾区側出席者 
区長、副区長、教育長 
（政策経営部） 
政策経営部長、特命担当部長、大学誘致推進担当部長（特命担当部長兼務）、政策企画

課長 
広報課長 
（地域振興部） 
地域振興部長、防災課長、危機管理担当課長 
（保健所） 
保健所長、保健予防課長 
（都市整備部） 
都市施設担当部長 
 

（４）会議次第 
①区長挨拶 
②事業説明 

③意見交換 
 

（５）意見交換の記録 
【堀切地区センター】 
◇学童保育の時間延長について 
◇保育園・小学校の防災訓練について 
◇防災上の高齢者などの要援護者対策について 
◇災害時医療救護所について 

別紙２ 
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◇帰宅困難者対策について 
◇土壌の放射線量測定の実施について 
◇保育園などの作物の放射線測定について 
◇給食食材の産地について 
◇放射線関係情報の発信について 
◇区長などの退職金について 
◇学校プール水流水に伴う対応について 
◇耐震シェルターについて 
◇地域猫の問題について 
◇砂場以外の放射線対策について 
◇放射線量の測定について 
◇地域猫の虐待対策について 
◇水害対策について 
◇四ツ木・立石の鉄道立体化の進捗状況について 
◇防災行政無線の追加設置について 
◇学校における契約について 
◇砂場の除染について 
◇総合庁舎整備に関する情報の区民周知について 
◇副校長について 
◇街路樹の管理について 
◇敬老の日の祝い金について 
◇水害対策としての高層建物の利用について 
◇区役所区民ホールのテレビでの区議会中継の放映について 
◇区民対象講座への近隣区民の受講について 
◇放射線量の高い箇所の公表について◇給食食材の放射線量の測定について 
◇給食食材の産地について 
◇砂場の除染について 
◇水の安全性について 
◇ごみ置き場の臭いについて 

 
【亀有地区センター】 
◇準工業地帯について 
◇放射線量の測定について 
◇放射線測定器について 
◇放射線の説明会について 
◇放射線に対する区の窓口について 
◇民生委員・保護司について 
◇区民大学について 
◇すぐやる担当課について 
◇役所の言葉の遣い方について 



－ 3 － 

◇放射線に対する区の対応について 
◇放射線量の高い箇所の表示について 
◇秋の学校行事における放射線への対応について 
◇非核平和の集いの出席者席について 
◇中央図書館と新宿図書センターとの落差について 
◇並木道の緑化について 
◇街頭宣伝物や放置自転車などの対策について 
◇立石の再開発について 
◇庁舎の建て替え・移転について 
◇防災協定都市について 
◇防災協定都市からの物資の搬入などについて 
◇液状化の把握状況について 
◇災害時の避難場所について 
◇風害について 
◇庁舎の建て替えについて 
◇総合庁舎整備のあり方検討委員会について 
◇名誉区民に対する広報紙の活用について 
◇東京理科大生の区内在住について 

 
【高砂地区センター】 
◇高砂団地の建て替えに伴う特別養護老人ホームの建設について 
◇東京ガスの寮の跡地購入について 
◇高砂橋から団地への道路建設について 
◇区境の放射線対策について 
◇学校給食について 
◇津波に対する避難訓練について 
◇給食で使用する食材について 
◇牛乳の放射線物質の測定について 
◇東京都への都内農畜産物の放射性物質の対策要望について 
◇牛乳について 
◇震災後の給食の内容・メニューについて 
◇水元公園の放射線量の測定について 
◇校外活動について 
◇通学路・学校の除染について 
◇放射線を含む土の廃棄方法について 
◇救急車の到着について 
◇AEDの設置について 
◇自転車のルールについて 
◇ごみ集積所への看板の設置について 
◇子どもに対する放射線対策について 
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◇防災行政無線の試験放送について 
◇区内の放射線の危険地域について 
◇子どもの体調不良に関する統計調査について 
◇区民大学専用のキャンパスの設置について 
◇区民大学の単位の認定について 
◇今後の生涯学習について 
◇放射線に対する子どもの安全・安心について 
◇放射線の問い合わせ先について 
◇水元公園での学校行事について 
◇ポニースクールの運動場内での空間線量の測定について 
◇小中学校への放射線量簡易計測器の設置について 
◇精度の高い放射線測定器での再測定について 
◇たばこのポイ捨て・犬の糞について 
◇除染について 
◇給食の食材の測定器の購入について  

 
（６）アンケート 
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アンケート用紙 

アンケートにご協力をお願いします 

 

次の質問について、該当する番号に○印を記入ください 

◆区民と区長との意見交換会について 

（１）本日の意見交換会について、どこでお知りになりましたか 

 ①広報かつしか ②区ホームページ ③かつしかＦＭ ④町会・自治会 

⑤その他（                                ） 

 

（２）「区民と共に創るまち」の事業説明はわかりやすかったですか 

 ①わかりやすい ②おおむねわかりやすい ③少しわかりにくい ④わかりにくい  

（３）区長との意見交換について、ご感想をお聞かせください 

 ①非常に良かった ②良かった ③やや不満である ④非常に不満である 

 ⑤その他（                                ） 

 

◆ユニバーサルサービス（手話通訳、要約筆記など）のご感想をお聞かせください 

（４）手話通訳について 

 ①非常に良かった ②まずまず効果があった ③あまり効果はない ④全く必要ない 

 ⑤その他（                                ） 

（５）パソコン要約筆記について 

 ①非常に良かった ②まずまず効果があった ③あまり効果はない ④全く必要ない 

 ⑤その他（                                ） 

 

◆ご意見・ご質問 

（６）その他、意見交換会及び区役所に対するご意見・ご質問がございましたら、ご記

入ください。記入欄が足りない場合は、本用紙の裏面も併せてご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

ご在住の町名  

年     齢  

性     別  

ご協力ありがとうございました。  
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アンケート集計結果 
（１）本日の意見交換会について、どこでお知りになりましたか

選択肢
① 広報かつしか 25 51.02% 13 81.25% 9 31.03% 47 50.00%
② ホームページ 3 6.38% 1 6.25% 4 25.00% 8 10.13%
③ かつしかFM 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
④ 町会・自治会 19 40.43% 2 12.50% 3 18.75% 24 30.38%
⑤ その他 2 4.26% 0 0.00% 13 81.25% 15 18.99%

（２）「区民と共に創るまち」の事業説明はわかりやすかったですか
選択肢

① わかりやすい 15 36.59% 4 26.67% 4 18.18% 23 29.49%
② おおむねわかりやすい 25 60.98% 7 46.67% 16 72.73% 48 61.54%
③ 少しわかりにくい 1 2.44% 2 13.33% 2 9.09% 5 6.41%
④ わかりにくい 0 0.00% 2 13.33% 0 0.00% 2 2.56%

（３）区長との意見交換について、ご感想をお聞かせください
選択肢

① 非常に良かった 13 30.95% 1 7.14% 7 29.17% 21 26.25%
② 良かった 27 64.29% 9 64.29% 9 37.50% 45 56.25%
③ やや不満である 2 4.76% 1 7.14% 1 4.17% 4 5.00%
④ 非常に不満である 0 0.00% 2 14.29% 5 20.83% 7 8.75%
⑤ その他 0 0.00% 1 7.14% 2 8.33% 3 3.75%

（４）手話通訳について
選択肢

① 非常に良かった 24 58.54% 7 63.64% 8 34.78% 39 52.00%
② まずまず効果があった 10 24.39% 3 27.27% 9 39.13% 22 29.33%
③ あまり効果はない 3 7.32% 0 0.00% 2 8.70% 5 6.67%
④ 全く必要ない 1 2.44% 0 0.00% 3 13.04% 4 5.33%
⑤ その他 3 7.32% 1 9.09% 1 4.35% 5 6.67%

（５）パソコン要約筆記について
選択肢

① 非常に良かった 32 78.05% 8 53.33% 10 40.00% 50 61.73%
② まずまず効果があった 7 17.07% 6 40.00% 14 56.00% 27 33.33%
③ あまり効果はない 1 2.44% 1 6.67% 1 4.00% 3 3.70%
④ 全く必要ない 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
⑤ その他 1 2.44% 0 0.00% 0 0.00% 1 1.23%

参加者数 56 33 38 127
アンケート回収数 44 16 36 96
アンケート回収率 78.57% 48.48% 94.74% 75.59%

堀切 亀有 高砂

合計

合計

合計

合計

合計

堀切 亀有 高砂

堀切 亀有 高砂

堀切 亀有 高砂

堀切 亀有 高砂

 


